
 

７月度「京都学ラウンジ ミニ講座」（開催報告） 
 

平成３０年７月 2６日 

京 都 学 ・ 歴 彩 館 

０７５―７２３－４８３５  

 

 

京都学・歴彩館では、京都について学ぶ楽しみを広げる目的で、毎週木曜日に「京都学ラ

ウンジ ミニ講座」を開催しております。この度７月５日（木）～７月２６日（木）にかけ

て「京都の数学－塵劫記と算額について－」と題して４回開催しましたので、下記のとおり

報告します。 

記 

 

■ 日  時  平成３０年 ７月５日・１２日・１９日・２６日 

        いずれも木曜日１３：３０～１４：００  

■ 会  場  京都府立京都学・歴彩館 京都学ラウンジ 

■ 参加者数  １３名（５日）、２０名（１２日）、２０名（１９日）、２４名（２８日）  

合計 ７７ 名 

■ 内  容 

  講師 京都府立京都学・歴彩館 資料課 藤原 直幸 

「京都の数学－塵劫記と算額について－」（全４回） 

第１講 『塵劫記』の登場  

第２講 京都の算額について（その１） 

第３講 京都の算額について（その２） 

第４講 算木を使ってみよう！ 

■ 講座の様子 

当月は記録的な大雨と酷暑の影響により、参加者の出足が心配されたが、平均２０名を

越える参加者を得ることができた。 

読み・書き・そろばんと言われるように数学（算数）は学問の基礎と位置づけられて久

しい。古く古代から実用されていた数学は、江戸時代に「和算」と呼ばれ独自の発展を遂

げた。京都、嵯峨の吉田光由が書いた『塵劫記』はベストセラーとなり、寺子屋の教科書

になった。本講座では『塵劫記』の紹介から始まり、京都ゆかりの「和算」について紹介

した。最終第４講では、参加者に算木を配布して実際に四則演算をしてもらうなどして、

和算の世界を体験していただいた。突如、京都学ラウンジに出現した現代の“寺子屋”で、

参加者は、現代に生きる我々には扱いにくい算木を講師の説明を聞きながら、賢明に操作

していた。講師と参加者が一体となった今月の講座は、本講座の新しいスタイルを生み出

したという意味においても大変有意義な講座であった。 

 

 

        

 

 

 

 


